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自転車ヘルメット着用推進校実施報告書 

 

学校名 埼玉県立杉戸農業高等学校 

生徒数及び

職員数 

生徒数　６２２人 

職員数　　８９人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の概要 

１　交通安全にかかわる学校の概要 

　本校周辺には、畑などが多く、歩行者道が狭い。生徒は自宅から学校まで自

転車を利用している、駅から学校まで自転車を利用しているなど合わせて自転

車利用が9割である。 

　昨年度からヘルメット着用について杉戸警察署と連携した啓発活動を行って

いるが、着用率は３割程度と低い状況である。 

 

２　交通安全に関する取組・実践 

　（１）本校の取組 

　　　ア　交通安全運動（４月、９月） 

　　　イ　自転車点検（４月、１２月） 

　　　ウ　１年生自転車安全運転講習会（４月） 

　　　エ　交通安全教室（３月） 

 

　（２）自転車ヘルメット着用推進校としての取組 

　　　ア　ヘルメットの着用啓発活動 

　　　　　希望生徒へのヘルメットの配布・着用推進 

 

　　　イ　スケアード・ストレイト教育技法による自転車交通安全教室 

　　　　　模擬交通事故の実演をとおして、交通事故の危険さを視覚的に理解 

 

　　　ウ　自転車安全運転推進講習会参加者による伝達講習会 

　　　　　自転車安全運転推進講習会参加生徒による伝達講習会を実施 

 

３　成果と課題 

　自転車ヘルメット着用推進校としての取

組を通して、交通ルールの知識を深めると

ともにヘルメット着用の必要性や有効性に

ついての意識は向上している。ヘルメット

着用者は少しずつ増加傾向にあるが、今

後ますます着用率が向上するよう声がけ

や講習会を通して、意識啓発に努めてい

く。 
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自転車ヘルメット着用推進校実施報告書 
 

学校名 埼玉県立川越初雁高等学校 

生徒数及び 
職員数 

 生徒数 ５１４ 人 
 職員数  ５１ 人 

取組の概要 

１ 交通安全にかかわる学校の概要 
 本校は住宅街に位置しており、道路の道幅も狭く、車や自転車の往来も多
いため登下校には注意を要する。公共交通機関の便も悪く、全校生徒の７４．
９％が自転車を利用している。また、近くには、小学校や中学校もあり、常
に交通事故の危険性が潜んでいる。生徒指導部を中心に、日頃から自転車で
の交通ルールやマナー指導を行っている。 
 今年度の自転車乗車中での車での接触
や自転車同士での接触等、報告のあった事
故件数は９件と、幸い重大事故にはなって
いないが多発している。 
 本校の自転車のヘルメット着用率は、７
月段階で１２．９％と低い状況である。県
から整備されたヘルメットの着用を呼び
掛けているが、着用率の向上には至ってい
ない。 
２ 交通安全に関する取組・実践 
（１）本校独自で実施している取組 

 ア 校門での登校指導・下校指導 

 イ 交通安全講話 

 ウ 自転車点検 

 エ 川越警察署と連携した交通安全指導 

（２）推進校・地域と連携した取組 

 ア 川越警察署による自転車運転シミュ

レーター 

  実施日 ９月６日 

  内 容 シミュレーターを使用した

自転車交通安全運転体験 

 イ スケアード・ストレイト教育技法による自転車交通安全教育 

   実施日 ９月２５日 

   内 容 模擬交通事故の実演 

 ウ 高校生の自転車安全運転伝達講習会 

   実施日 ９月２５日 

   内 容 スケアード・ストレイト教育技法の実演後、自転車安全運転

推進講習会参加生徒による伝達講習会 

３ 成果と課題 
 自転車ヘルメット着用推進校としての取組を通して、ヘルメット着用の必
要性及び有効性について意識は向上している。しかしながら、必要性や有効
性について意識はしているものの、周りが着用していない、髪型が崩れるな
どの理由で着用に抵抗を感じている生徒は６３．８％いる。今後は、学校全
体で着用することへの抵抗感を軽減できる環境づくりに向け、保護者及び地
域とより一層連携し、生徒の交通事故がなくなるよう取り組んでいく。 

 

様式２ 
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自転車ヘルメット着用推進校実施報告書 
 

学校名 埼玉県立岩槻高等学校 

生徒数及び 
職員数 

 生徒数 ９３８人 
 職員数  ８０人 

取組の概要 

１ 交通安全にかかわる学校の概要 
本校は、岩槻駅から歩いて登校する生徒が約５６％、自転車で登校してい

る生徒は、約４０％である。近くに交通量の多い１６号線があり、朝の登校
時間帯は、横断してくる生徒、自転車で登校する生徒、車で通勤する人で入
り混ざり、いつ交通事故が起こるとも限らないと感じつつ、日頃から自転車
での交通ルールや、マナー指導を行っている。今年度は、接触等の報告は多
少あるが、幸い重大事故は起きていない。 
 
２ 交通安全に関する取組・実践 
（１） 

   ア 登校指導 正門・職員通用門・生徒用昇降口・岩槻駅迄の２か所 

 （教員が分担して毎朝声掛け指導） 

   イ一斉登校指導 各学期の始めに生活委員と行う 

            （整容指導・挨拶運動） 

   ウ 自転車点検 １学期（ライト・ブレーキ・ベル・反射板・ステッ 

カー・鍵の確認） 

   エ 下校指導   ６月、１２月に生活委員と行う 

    （整容指導・挨拶運動）                 

 

 （２）自転車ヘルメット着用推進校としての取り組み 

ア スケアードストレイトの実施 ９月１１日 

（１，３年生に実施。２年生修学旅行中） 

イ ヘルメットの着用啓発活動 

    （支給されたヘルメットを配布・着用啓発） 

 
３ 成果と課題 
・ヘルメット着用推進校としての取り組みにより、ヘルメット着用     
の必要性及び有効性についての意識は向上したが、まだまだ着用率は上げら
れていない。今後は生徒会等からの呼びかけ、保護者と協力しながら粘り強
く指導していく必要があり、警察等の関係機関との連携した取り組みが必要
である。  

 

様式２ 
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自転車ヘルメット着用推進校実施報告書 
 

学校名 埼玉県立熊谷西高等学校 

生徒数及び 
職員数 

 生徒数 ９４６ 人 
 職員数  ９０ 人 

取組の概要 

１ 交通安全にかかわる学校の概要 
 本校は、JR 高崎線と秩父鉄道に挟まれた場所に立地しており、登下校の際
には、約７割の多くの生徒が電車を利用している。自転車を利用している生
徒は約３割に当たる３００人であった。 
 生徒に対する調査の結果、「自転車乗車時のヘルメットの必要性は理解し
ており、ヘルメットを持ってはいるが、着用には抵抗がある。」という生徒
が多いことがわかった。着用については、「髪型が崩れることは気になりま
すか？」という問いに対して「気になる」と回答した生徒が約７割であった。 
 
 
２ 交通安全に関する取組・実践 
自転車ヘルメット着用推進校・自転車マナーアップ推進校として 

 （１）自転車ヘルメット貸出式 
自転車ヘルメットの着用推進委員の 

生徒に対し、自転車ヘルメットを貸与。 
 
（２）交通安全教室 

＜スケアード・ストレイト教育技法を用いた模擬交通事故見学＞ 
ＰＴＡとの共催で開催。 
雨天により体育館での実施。 

 
 （３）高校生による自転車安全運転推進に関する討論会 

埼玉県教育委員会と埼玉県警察が主催する討論会に参加。 
他校の高校生と 
意見交換を実施。 

 
 
 （４）自転車の安全利用に向けた啓発動画の作成 

自転車安全利用に関わる啓発動画を作成。 
 
 
 （５）熊谷警察との連携 

本校正門脇の北側フェンスに 
掲示している横断幕を新調。 

 
３ 成果と課題 

生徒の主体的な活動を通じて、生徒自身が安全の大切さを学ぶことがで

き、自転車の安全利用に係る意識の向上を図ることができた。今後は、交通

安全について、生徒とともに地域へも働きかけていきたいと考えている。 
 

様式２ 

-18-



©

  
 

  
 

  
 

  
 

  
 

-19-



-20-



-21-



-22-



-23-



-24-



-25-



-26-



-27-


